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井
の
頭
恩
賜
公
園
を
象
徴
す
る
の
が
、

サ
ク
ラ
や
雑
木
林
に
囲
ま
れ
た
水
辺
の
風

景
。
太
古
の
昔
か
ら
清
ら
か
な
水
が
湧
き

出
て
い
た
こ
の
地
か
ら
は
、
縄
文
時
代
の

竪
穴
式
住
居
跡
や
、
旧
石
器
時
代
の
石

器
、
敷
石
住
居
跡
も
出
土
し
、「
井
の
頭

池
」が
、
当
時
か
ら
人
々
の
生
活
に
不
可

欠
な
水
源
と
な
っ
て
き
た
こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。
思
え
ば
、
こ
の
公
園
の
歴
史
は

「
人
と
水
と
の
つ
な
が
り
の
歴
史
」と
言
え

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

清
ら
か
で
豊
か
な
湧
水
が

人
々
の
生
活
を
支
え
て
き
た

　

井
の
頭
恩
賜
公
園
の
中
央
に
位
置
す

る
井
の
頭
池
は
、
江
戸
時
代
の
初
期
、
江

戸
に
設
け
ら
れ
た
日
本
最
古
の
上
水
道

と
い
う
説
も
あ
る「
神
田
上
水
」（
現
在
の

神
田
川
）の
水
源
で
し
た
。

　

徳
川
家
康
に
よ
る
開
府
以
来
、
爆
発
的

に
人
口
が
増
え
た
江
戸
の
町
は
、
海
岸
に

近
い
湿
地
を
埋
め
立
て
て
町
の
拡
張
を

進
め
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
井
戸
を
掘
っ

て
も
塩
分
濃
度
の
高
い
水
が
出
る
な
ど

し
て
、
当
初
か
ら
飲
み
水
の
確
保
に
悩
ま

さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
家
臣
の
大
久
保
藤
五
郎
が
目

白
台
下
の
川
か
ら
神
田
方
面
に
水
を
引

き「
小
石
川
上
水
」を
造
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
急
激
な
発
展
を
続
け
る
江
戸
の
水

需
要
に
は
応
じ
き
れ
ず
、
当
時〝
神
田
山
〞

と
呼
ば
れ
て
い
た
駿
河
台
の
丘
を
崩
し
、

「
平
川
」を
利
用
し
て
拡
張
さ
れ
た
の
が

「
神
田
上
水
」で
す
。
神
田
上
水
は
善
福

寺
川
、
妙
正
寺
川
と
合
流
し
な
が
ら
東
へ

流
れ
、
現
在
の
文
京
区
水
道
橋
付
近
で
日

本
橋
川
と
分
流
し
、
隅
田
川
に
合
流
す
る

ま
で
約
25
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
川
で
す
。
以

来
、
井
の
頭
池
に
端
を
発
し
た
神
田
上
水

は
、
生
活
用
水
と
し
て
の
ほ
か
、
米
や
野

菜
な
ど
を
江
戸
へ
運
ぶ
水
運
路
と
し
て

の
役
割
も
果
た
し
、
明
治
34（
１
９
０
１
）

年
に
近
代
水
道
設
備
が
で
き
る
ま
で

人
々
の
生
活
を
支
え
ま
し
た
。

　

井
の
頭
池
の
水
面
に
、
い
ま
も
朱
塗
り

の
姿
を
映
す
の
は「
井
の
頭
弁
財
天
」で

す
。
弁
天
堂
の
持
ち
寺
で
あ
る
天
台
宗

大
盛
寺
の
記
録
文
書『
神
田
御
上
水
源
井

之
頭
弁
財
天
略
縁
起
』（
略
縁
起
）に
よ
れ

ば
、
井
の
頭
弁
財
天
は
、
天
慶
年
間
に
関

東
源
氏
の
祖
・
源

み
な
も
と
の
つ
ね
も
と

経
基
が
、
伝
教
大
師
の

作
と
い
う
弁
財
天
女
像
を
こ
の
地
に
安
置

し
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。　
　

　

こ
の『
略
縁
起
』に
は
、「
井
の
頭
」の
名

の
由
来
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
代
の

〝
三
鷹
〞と
い
う
地
名
に
も
残
る
よ
う
に
、

こ
の
一
帯
は
、
徳
川
歴
代
将
軍
が
鷹
狩
り

を
楽
し
ん
だ
鷹
場
で
し
た
が
、
寛
永
６

（
１
６
２
９
）年
に
三
代
将
軍
家
光
が
訪

れ
た
際
、「
こ
の
池
の
水
は
江
戸
の
飲
料

水
の
源
・
上
水
の
頭
で
あ
る
こ
と
か
ら

〝
井
之
頭
〞と
名
づ
け
る
べ
き
」と
仰
せ
に

な
り
、
傍
ら
の
コ
ブ
シ
の
木
に
小
刀
で

「
井
之
頭
」と
刻
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
後
コ
ブ
シ
の
木
は
焼
失
し

て
し
ま
い
、
現
在
で
は
石
碑
が
建
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
寛
永
８（
１
６
３
１
）

年
、夏
の
干
ば
つ
の
際
に
、７
日
間
、７
カ

所
の
水
加
持
を
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
顕
著
な

御
利
益
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
恩
徳
に
報
い
る
た
め
、
家
光
は

寛
永
13（
１
６
３
６
）年
に
宮
社
を
再
建

し
、
境
内
に
桜
の
木
を
植
え
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

弁
財
天
の
起
源
は
ヒ
ン
ズ
ー
教
の〝
水

の
女
神
〞サ
ラ
ス
ヴ
ァ
テ
ィ
。
農
耕
の
民

に
と
っ
て
干
ば
つ
は
死
活
問
題
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
弁
財
天
で
の
雨
乞
い
は
、

た
い
へ
ん
重
要
な
行
事
で
し
た
。
人
々

は
池
の
ほ
と
り
で
雨
乞
い
を
し
た
後
、
池

の
水
を
く
ん
で
帰
り
、
地
域
の
氏
神
様
の

前
で
そ
の
水
を
か
ぶ
っ
て
降
雨
を
祈
っ

た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
元
の

農
民
は
も
と
よ
り
、
遠
く
は
大
崎
、
五
反

田
方
面
か
ら
も
、
こ
の
井
の
頭
に
雨
乞
い

に
訪
れ
る
風
習
は
、
大
正
ご
ろ
ま
で
続
き

ま
し
た
。

参考資料／『いのけん～井の頭公園検定公式問題解説集』、『井の頭公園まるごとガイドブック』（ぶんしん出版）、
東京都水道歴史館ホームページ「東京水道の歴史」

武
蔵
野
市
民
の
憩
い
の
場
で
あ
る

「
井
の
頭
恩
賜
公
園
」が

こ
の
５
月
に
開
園
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

そ
れ
を
記
念
し
、春
・
夏
号
の
２
回
に
わ
た
り
、

そ
の
歴
史
と
文
化
を
た
ど
り
ま
す
。

井
の
頭
恩
賜

公
園
の
歴
史
（
前
編
）

武
蔵
野
に
ま
つ
わ
る
歴
史
を

楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ

家光が「井之頭」と刻んだとされるコブシの木片
（提供：国立公文書館）



井
の
頭
恩
賜
公
園
が
開
園

や
が
て
都
市
型
公
園
に

　

幕
府
直
轄
地
で
あ
っ
た
こ
の
土
地
は
、

明
治
維
新
後
に
東
京
府
が
買
い
上
げ
、
明

治
22（
１
８
８
９
）年
に
宮
内
省（
現
在
の

宮
内
庁
）御
用
林
と
な
り
、
そ
の
後
大
正

２（
１
９
１
３
）年
に
東
京
市
に
下
賜
さ

れ
ま
し
た
。

　

浅
草
や
上
野
に
東
京
で
初
め
て
の「
公

園
」が
整
備
さ
れ
た
の
は
明
治
６（
１
８ 

７
３
）年
の
こ
と
。
以
来
、
江
戸
時
代
に

は
な
か
っ
た「
公
園
」が
次
第
に
増
え
て

い
き
ま
す
。
井
の
頭
公
園
の
計
画
案
が
東

京
市
会
に
提
出
さ
れ
た
の
は
明
治
43

（
１
９
１
０
）年
の
こ
と
で
し
た
。
計
画
案

を
作
成
し
た
井
下
清（
後
の
東
京
都
公
園

課
長
）が
後
年
、「
井
の
頭
は
奥
多
摩
よ
り

も
遠
い
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
か
っ
た
」

と
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
ま
だ
知
名
度
の

低
い
場
所
で
し
た
。
そ
し
て
計
画
案
提
出

か
ら
７
年
後
の
大
正
６（
１
９
１
７
）年
、

つ
い
に
井
の
頭
に
公
園
が
開
園
し
ま
す
。

「
井
の
頭
恩
賜
公
園
」１
０
０
年
の
歴
史

は
、こ
こ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

開
園
か
ら
４
年
後
の
大
正
10（
１
９ 

２
１
）年
に
は
、
井
の
頭
池
の
東
端
の
水

門
近
く
に「
天
然
池
プ
ー
ル
」が
開
設
さ

れ
ま
し
た
。
飛
び
込
み
台
や
更
衣
場
、
児

童
用
の
渡
渉
池（
丸
池
）も
整
備
さ
れ
た

こ
の
プ
ー
ル
は
、
東
京
市
営
プ
ー
ル
の
第

１
号
。
ま
だ
プ
ー
ル
が
珍
し
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
こ
の
プ
ー
ル
は
夏
の
一
大
人
気

ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
天

然
池
プ
ー
ル
は
昭
和
８（
１
９
３
３
）年

に
廃
止
さ
れ
、
同
年
、
弁
天
堂
の
そ
ば
に

25
メ
ー
ト
ル
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
プ
ー
ル

が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
地
下
か
ら
く
み
上

げ
た
水
が
使
わ
れ
て
い
た
た
め
、
水
が
冷

た
い
こ
と
で
有
名
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

こ
の
25
メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル
は
、
50
年
間
の

長
き
に
わ
た
っ
て
市
民
に
親
し
ま
れ
ま
し

た
が
、
昭
和
58（
１
９
８
３
）年
に
廃
止
さ

れ
ま
し
た
。

　

昭
和
に
入
り
、
周
辺
の
宅
地
化
が
少
し

ず
つ
進
む
中
、
昭
和
８
年
に
帝
都
電
鉄

（
現
在
の
京
王
電
鉄
）井
の
頭
線
が
渋
谷
駅

か
ら
井
の
頭
公
園
駅
ま
で
開
通
し
ま
し

た
。
翌
年
に
は
吉
祥
寺
ま
で
の
全
線
が
開

通
。
郊
外
の
都
市
化
が
さ
ら
に
進
む
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
交
通
手
段
の
発
達
と
並

行
し
て
、
公
園
に
は
ボ
ー
ト
場
や
プ
ー
ル

が
整
備
さ
れ
、
昭
和
９（
１
９
３
４
）年
に

は
、
井
の
頭
池
の
中
之
島
に「
中
之
島
小

動
物
園
」が
開
園
し
ま
す
。
そ
の
後
も
、

淡
水
生
物
専
門
の
水
族
館「
井
の
頭
水
生

物
館
」な
ど
が
相
次
い
で
開
設
さ
れ
、
井

の
頭
恩
賜
公
園
に
は
、
楽
し
み
や
見
ど
こ

ろ
が
充
実
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

明
治
の
こ
ろ
、
水
源
涵
養
の
た
め
に
植

樹
さ
れ
た
杉
林
が
青
々
と
茂
る
公
園
は
、

夏
場
に
涼
を
求
め
る
人
々
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。
園
内
に
あ
る
茶
店
で
は
、
池
の
水

で
炊
い
た
ご
は
ん
と
味
噌
汁
、
お
し
ん
こ

の「
朝
食
セ
ッ
ト
」の
ほ
か
、
み
つ
豆
、
く

ず
も
ち
、
夏
に
は
か
き
氷
と
ゆ
で
あ
ず

き
、
秋
に
は
ゆ
で
栗
な
ど
が
人
気
を
集
め

た
そ
う
で
す
。

　

江
戸
の
水
源
地
か
ら
都
市
型
公
園
へ
と

変
容
を
続
け
る
井
の
頭
恩
賜
公
園
。
し
か

し
、そ
の
背
後
か
ら
は
、戦
争
の
影
が
、ひ

た
ひ
た
と
音
を
立
て
て
近
づ
い
て
い
た
の

で
す
。 

（
後
編
に
続
く
）

09     2017 SPRING

M U S A S H I N O  H I S T O R Y

取材・文／梅澤 聡　取材協力／東京都西部公園緑地事務所、井の頭公園検定一級合格者の会「チームあか井の」

昭和９（1934）年の「中之島小動物園」開園式
（提供：公益財団法人東京都公園協会）

大正10（1921）年ごろ、多くの人々で賑わう「天然池プール」
（提供：三鷹市教育委員会）

５月１日から7日は100周年記念ウィーク

井の頭恩賜公園では5月1日（月）から7日（日）まで、
記念のイベントが行われます。

◎5月3日（水・祝）は「武蔵野市の日」
マルシェや朝市などのお店、コンサート、トークイベ
ントなど。同時期に吉祥寺ウェルカムキャンペーン、
トレジャーハンティグも開催。
 会場  西園競技場

＊詳細は市報４月15日号、ホームページなどでご確認
ください。


